
 

奈良女子大学では、奈良県ならびに市町村が推進する「健康なら２１計画」と連携して、身体運動を通じて「健康づくりによる

地域の活性化」に貢献することを目的に、幼児から高齢者まで様々な世代を対象とした運動プログラムの開発や、それらの普及に

かかわる指導者の育成を課題としています。今年度もコロナにより、例年の第１～3回フォローアップ研修会を中止しております。 

本事業では、運動指導に携わっておられる新規会員を随時募集しています。 

 

 

第４回フォローアップ研修会 
長引くコロナ禍ですが、今年度後期に入り、本学の入場規制も緩和されましたので、健康ならＳｔｅｐ

アップ事業を展開していきたいと考えています。 

今回は例年の第 4回目に当たる奈良体育学会共催による公開シンポジウムです。本学において、久

しぶりに対面形式で開催いたします。地元奈良のスポーツの歴史を身近に感じていただける内容を

企画いたしました。ご参集いただければ幸いです。 

コロナ感染状況が悪化した場合には開催中止の可能性のあることもご承知おきください。 

 

（講義）奈良体育学会共催 公開シンポジウム  

「奈良のスポーツ遺産について考える」 

期 日：令和４年 11月 19日 (土)  14時 45分～16時 45分 

会 場：奈良女子大学 G棟 201教室  受付 14時 15分～ 

シンポジスト：  

早坂 文吉（天理大学附属天理参考館海外民族室・学芸員） 

井上 さやか（万葉文化館企画・研究係長） 

小池 弘悌（葛城市役所産業観光部商工観光プロモーション課（葛城市相撲館）

課長補佐） 

 コーディネーター： 松井 良明（奈良工業高等専門学校） 

 

なお、本会の最新情報は、「奈良女子大学スポーツ健康科学コース」のホームページにて、ご確認いた

だけます。 

http://www.nara-wu.ac.jp/life/health-new/sports_science/index.html 

 

令和４年度 

今年度テーマは、『“withコロナ”の体力保持・増進 』 

奈良女子大学地域貢献事業「健康なら 21Ｓｔｅｐアップ事業」 

奈良女子大学 生活環境学部 心身健康学科 スポーツ健康科学コース   

問い合わせ先 星野聡子：satoko@cc.nara-wu.ac.jp  電話ファックス 0742－20－3350 



 

＜シンポジウム＞  

テーマ：「奈良のスポーツ遺産について考える」  

 

趣 旨： 

京都より長い歴史を持つ「奈良のスポーツ遺産」とはどのようなものなのか。本学会は日本体 

育・スポーツ・健康学会の地域協力学会でもあり、多くの会員が「奈良」にゆかりのある研究 

者や教育者である。長い歴史を持つ奈良に関わりのあるスポーツ遺産や「地元奈良」に存在す 

るスポーツ遺産に着目し、その広がりや学術的な意義を探ること、またその内容を学術情報と 

して広く共有することは、学会員だけでなく、本シンポジウムの共催である奈良女子大学「地 

域連携事業・健康なら 21Step アップ事業」の参加者にとっても、今後の研究・教育・普及活動 

の促進につながるのではないかと考える。  

 シンポジウムでは、人類学や考古学の観点から貴重な「スポーツ遺産」を所蔵されている天 

理大学附属天理参考館、「古代万葉学」の研究拠点としても知られる奈良県立万葉文化館、そし 

て県内で唯一の「スポーツ博物館」ともいえる葛城市立相撲館けはや座の関係者を招いて議論 

を行いたい。 

 

 3 つの機関と「奈良の『スポーツ遺産』」との関連は概ね以下のとおりである。 

・天理大学附属天理参考館：世界の生活文化と考古美術の博物館である。2020 年に創立 90 周 

年特別展「スポーツの歴史と文化」を開催し、そこでは同館に収蔵されているスポーツ関連 

資料の展示が行われ、図録も出版されている。 

・奈良県立万葉文化館：万葉のふるさと・奈良にふさわしい「万葉集」を中心とした古代文化 

に関する総合文化施設として 2001 年に設立され、昨年、20 周年を迎えた。展示室のほか、 

万葉図書・情報室では約 15,000 冊を所蔵している。周知のように、万葉集には古代万葉時代 

の文化や生活を背景とした歌があり、娯楽やスポーツに関する情報が得られる。 

・葛城市相撲館「けはや座」：葛城市は相撲の開祖「當麻蹶速」伝説が古くから語り継がれてい 

る。相撲の普及活動と伝承を継承する目的で 1990 年に設立された。2 年前に 30 周年を迎え、 

『葛城市相撲館けはや座』と題する図録を刊行した。収蔵する書籍、雑誌、番付表等は 8,000 

点に及ぶ。また、館内には土俵があり、相撲甚句の公開練習等にも利用されている。 

 

シンポジスト(敬称略)：  

早坂 文吉 （天理大学附属天理参考館海外民族室・学芸員） 

井上 さやか（万葉文化館企画・研究係長） 

小池 弘悌 （葛城市役所産業観光部商工観光プロモーション課（葛城市相撲館）課長補佐） 

  

コーディネーター：  

松井 良明 （奈良工業高等専門学校） 



会場 奈良女子大学 理学部Ｇ棟の 2階 Ｇ201教室 

 

 

 

 

お問い合わせ：奈良女子大学地域貢献事業「健康なら21Ｓｔｅｐアップ事業」 

生活環境学部心身健康学科スポーツ健康科学コース 星野聡子・石坂友司 

 Fax：0742-20-3350 メール：satoko@cc.nara-wu.ac.jp，yishizaka@cc.nara-wu.ac.jp 

正門からお入りください 


